
     

藤田守彦 会長 年度テーマ

＝先人に感謝、今日から、そして明日へ＝
ホップ、ステップ、ジャンプ！！
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第8３５回 例会Ｎｏ．１９ 平成 ２４年１１月２２日（木） 晴

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ 「我らの生業」

■ 出席報告 会員４５名中２８名出席

■ 出席率

■ 修正出席率

■ ビジター

６２.８０％   出席計算人数４３名

１１月８日  ９５.３４％

岡崎南 RC 山本雅樹さん

会長エレクト挨拶                 西川 博

皆さんこんにちは。今日は藤田会長が重要な会合に

出席のため欠席されますので会長エレクトが会長挨拶を

代行させて頂きます。カンボジア支援活動に行かれた会

長から、11 月19 日に「無事に任務を果たして帰国致しま

した。詳細に付きましては、２９日例会にて御報告致しま

す。」とメールをいただきました。

今日は先日、藤田会長、藤野国際奉仕委員長とカンボジ

アに行かれたＯＢの服部釟治さんが、或る会員の方から

頂いた手紙について語った「創立時を思い出して」という

2004/2/26 の 卓話の一部を紹介します。

「私は、平成 7 年 3 月に名古屋西南 RＣに入会致しまし

た。(中略)  平成 7 年といえば、皆様もご存知の通り阪

神大震災のあった年です。当社からも数十人が、神戸の

町のガス、水道の復旧応援に出動していて大変忙しい

時期でした。皆が神戸で夜の9時10時まで復旧作業をし

て頑張っているのに、私だけがロータリーでおいしい料

理を食べていていいのかな、と思いました。

又、例会ではロータリーの歴史とか、規則等の話があり

ましたが、私はロータリーにはあまり魅力を感じません

でした。自分はロータリーに向いてないのですぐやめよ

うと思いました。それでも、会社の命令でしたので 1 年は

頑張ろうと思い、そのうちに私の卓話の順番がやってき

ました。何の話をすれば良いか迷っていましたが、仕事

の話でも趣味の話でも良いとの事でしたので、両方に通

ずる名古屋競馬場の話をさせて頂きました所、翌日ある

会員の方から一通のお手紙を頂きました。

その内容は、卓話が大変素晴らしく感動した、というもの

でした。以下に掲載します。

「小生が服(はっ)ちゃんにお手紙を書くなんて思いもよら

なかったのですが、その訳は今日の卓話を聞き、話の

内容と言い、話し方と言い、実に皆をとらえた卓話であり、

以前の服ちゃんからの進歩振りが言いたかったからで

す。時に笑いがあり、話の内容の珍しさ、様々な苦労

の事、我々には経験のない事実をお話して頂き感激しま

した。真面目に原稿にも時に目を配り、正に服ちゃんの

真面目さと人格の立派さを再確認致しました。卓話とい

えば、建前をいかに立派に話すかを皆さんは懸命に考

えていますが逆です。仲間同士でもそれぞれ分野が違

うわけですから、そのまま日常の出来事、仕事の動き、

趣味の話など通常の話し言葉が真の卓話と小生は考え

ておりますし、皆さんにもそう話をしているつもりです。

小生はNO 原稿主義ですので少し感心できませんが、そ

れなりに実感を出して話してもらうよう、サンプルを示し

ている訳です。服ちゃん、今日は良い話、本当にありが

とう。」以上のような内容のお手紙を頂き、私自身大変感

動致しました。こんな素晴らしい人がいるロータリークラ

ブにもう少しいて良いかな、と思いました。この手紙を頂

く事がなかったら、もっと早くにロータリークラブをやめて

いたと思います。これからも会員の皆様から色々な刺激

を受けながら、ロータリークラブを楽しみたいと思ってい

ますので、宜しくお願いします。」

先輩の温かい人柄が感じられる話を紹介させていただ

きました。

（全文は 10 周年記念誌とホームページのウイークリー

2004/2/26 に掲載されています）

ニコＢＯＸ
●本日は第六代会長の川原弘久さんと、職業奉仕委員

長の堀江俊通さんよりお話を伺います。川原さん、堀江さ

ん、どうぞよろしくお願い致します。 北原、若原、立石、

岩田、水野、西川、金子、後藤、磯部、中嶋、長谷川、亀

井、吉田、高山、和田（敬称略）

●本日会員卓話をさせて頂きます。

川原、堀江（敬称略）

先週の「新そばを楽しむ会」に大勢の出席をい安江さん

ただき有難うございました。

田島幹事 安江さん、先週有難うございました。そば打

ち、想像していたより奥が深くて驚きました。体験できて

良かったです。お世話になりました。

●先週の「新そばを楽しむ例会」美味しかったです。安江

さんに大変お世話になり有難うございました。

成田、永井、柴田孝一（敬称略）

●秋の健康感謝ニコニコ Day      石井さん

本日合計 ５２，０００円



卓 話

「職業奉仕について思うこと」

職業奉仕委員長 堀江俊通

「会長当時を振り返り、また次期ガバナー補佐として」

第六代会長 川原弘久

田中作次 ＲＩ会長メッセージ

（ROTARY JAPAN WEB より抜粋）

「ロータリー財団はロータリーの土台」

親愛なる朋友ロータリアンの皆さん、ロータリー財団を

説明する方法はさまざまですが、私は、ロータリー財団

（Rotary Foundation）とは文字通り、ロータリーを支える

「土台（foundation）」であると考えます。

自分の足元の地盤について考えたり、家を支えている柱

について考える人はあまり多くありません。あるのが当

然だと考えているからです。なくなった時に初めて、その

ありがたさがわかるものです。

考え方を一変させた大震災

2011 年3月11 日金曜日、日本では、足元にある地盤

が崩れ落ちました。マグニチュード 9 の大地震が日本を

中心から揺さぶったのです。1万5,000人以上の人が亡く

なり、6,000 人近くが負傷し、現在もほぼ 3,000 人の人が

行方不明です。この災害による損失は、合計で 3,000 億

ドルを超えるとも言われています。

ほんの数時間で、裕福な先進国に住む約50 万人が、

何もかも失いました。快適で安全な暮らしから、体育館

やテント、壊れた建物の中での、不確かな未来への不安

を抱えた生活へと一変しました。

地震に慣れていた日本では、何が起こっても備えは

できていると、皆、考えていました。これほど大きな災害

に見舞われるとは、誰も予測していませんでした。

あの日に起こったことで、日本と日本に住んでいた

人々は変わりました。自分たちの生活がいかにもろいも

のであるかを実感したのです。私はロータリーを通じて

援助している人々の立場に、いつ自分が置かれるかわ

からないということを認識しました。

私たちは、皆同じ

財団を通じて支援する人々のことを、私たちは、何か

自分たちとは違うという目で見がちです。彼らは遠い国

に住み、私たちはそれらの人々の言葉や文化を知りま

せん。水道水や衛生設備、医療、教育がないということ

がどのようなものなのか、わかりません。貧困、戦争、災

害のニュースに関して、写真や記事を見ることがありま

す。私たちは、遠く離れたところから、苦境に直面してい

る人たちを見ていますが、彼らの立場に自分を置いて考

えるのは、難しいものです。

私たちが支援するこれらの人々と私たちとを隔てるも

のは何もない、ということをご理解いただきたいと思いま

す。私たちは、皆同じです。取り巻く環境が違うだけなの

です。

財団を通じて、「世界でよいことをしよう」という財団の

モットーを実践することができます。財団を通して、一人

でするよりももっと多くの良いことができるのです。財団

に大きな関わりがあるのは、私たちと何ら変わることの

ない人々なのです。

ハイライトよねやま（１５２号 WEBより抜粋転載）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

１．事業の誕生から 60 年

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

はじめに、みなさまの日頃のご支援に心より感謝申し上

げます。

おかげさまで当事業は、東京ＲＣ（当時：古沢丈作会長）

が 1952 年11 月4日に発表した「米山基金」から 60 周年

を迎えました。

毎年 800 人（*来年からは 700 人）、これまでに 121 の国

と地域から 17,000 人の外国人留学生を支援する民間最

大の国際奨学事業ですが、最大の特長は、世話クラブ・

カウンセラー制度で育まれる“人づくり”にあると思って

います。昨今、日中・日韓関係の難しさに直面しています

が、今ほど当事業の使命を強く感じる時はありません。

巣立った学友たちは、自らが世界各国で活躍しているこ

とはもとより、さらに次の世代へ日本の心を伝えている

学友も大勢います。今年は、海外で 4 番目となるタイ学

友会が誕生するなど、われわれが蒔いてきた平和と友

情の種は、確実に実を結んでいます。

これまでのみなさんのご厚情にあらためて御礼申し上

げるとともに、戦後日本のロータリアンが守り続けてきた

“米山”の灯を、さらに強く、広く、灯して参りましょう。これ

からもどうぞよろしくお願い致します。

（理事長 板橋敏雄）

☆☆例会のご案内☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎１１月２９日（木） 第８３６回例会 委員会卓話

「国際奉仕＝カンボジア報告＝」 藤野正敏委員長

◎１２月 ６日（木） 第８３７回例会 「年次総会」

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ ☆


